
国勢調査

国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像
（平成２２年国勢調査標語）

国勢調査へのご回答はお済みですか！
ご回答の期限が過ぎています。調査票への記入、提出をお願いします。

国勢調査に関するお問い合わせは
　　　原村役場　村づくり戦略推進室　企画係　電話７９－７９４２
　　　　　　　　　（原村国勢調査実施本部事務局）

●国勢調査は、統計法によって、調査票に記入して提出することの報告義務が
　定められています。

※ 回答がお済みでない場合や、万一、調査票が届いていない場合は、下記まで
　 ご連絡ください。

総務省・長野県・原村

■ 国勢調査コールセンター
　 設置時間：平成２２年１０月３１日まで
　 受付時間：午前８時～午後９時
　 （土・日・祝日も利用できます）

【電話】０５７０－０１－２０１０
　※全国どこからでも市内通話料金でご利用になれます。

【ＰＨＳ・一部のＩＰ電話】
　　　  ０３－６７３８－６６７７
　※ＰＨＳ・一部ＩＰ電話の場合、所定の料金となります。

● 国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

● 平成２２年国勢調査は、我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の国勢
　 調査で、日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明
　 らかにする重要な調査です。

【報告義務】

封筒に入れる前に、調査票の記入に誤りがないか、
確認をお願いします。
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■特定外来生物アライグマについて
■国勢調査
■原村の家計簿
■秋の全国火災予防運動
■原っ子保健だより
■国民読書年～私の大切な一冊～
■犬・猫の正しい飼い方
■くらしの情報
■行政情報
■保健・福祉の掲示板
■くらしのガイド
■はらむらとぴっくす
■はじめまして１才６ヶ月です

●表紙写真／県と県園芸作物生産振興協議会美し
い信州の花推進部会が毎年行っている「花とふれあ
うフラワーアレンジメント教室」が、原小学校で行わ
れました。今回参加した６年生は、指導者から教えて
もらいながら、楽しそうに制作していました。

特定外来生物アライグマについて

特定外来生物アライグマについて
「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」において「特定外来生物」※
として指定されているアライグマ（Procyon lotor）の目撃情報が県内で増加傾向にあります。

強い繁殖力
繁殖力・環境適応力が非常に強く、生態系のバランスを崩し、在来種を捕食や競合
により絶滅に追い込む可能性があります。

被害発生
生息が広がった地域では、農業・漁業・生活（文化財、家屋、ペット）等、多方面
に渡り被害が発生します。

共通感染症 狂犬病や回虫等、人畜共通の感染症を媒介する可能性が指摘されています。

誤った認識
他の獣と間違えてアライグマと気付かなかったり、愛らしい外観や過去に放送され
たアニメーション等の影響により、危険な動物としての認識が一般的に低い。

北海道、千葉県等では、急増し、トウモロコシ、野菜、果樹等、広範囲にわたり被害が
深刻化しています。増える前の早めの駆除が効果的です。

※ 特定外来生物
外来生物法により　従来、日本に生息していなかった生物（外来生物）のうち、生態系、人の生命や健康、
農林水産業に被害を及ぼすものを「特定外来生物」として指定し、法により飼養・運搬・輸入・野外への
放出等が規制されています。

　参考ＵＲＬ　環境省HP　http://www.env.go.jp/nature/intro/index.html
　　　　　　　長野県HP　http://www.pref.nagano.jp/kankyo/hogo/gairai/gairai.htm 

許可なく捕まえることは「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律」により

禁止されています。有害鳥獣捕獲の依頼は

農林商工観光課　農村整備係　電話７９−７９３２（直通）までお願いします。

※イラスト：長野県自然保護課　提供



原村の家計簿

　原村の平成２１年度決算の歳出額は、一般会計で４１億１７８３万円となり、前年度に比べ２２．４
㌫の大幅な増加となりました。一方、特別会計は９億９８１４万円で１．８㌫の減少、企業会計における
収益的・資本的支出では、９億２１１７万円となり、３２．９㌫と大きく減少しています。これにより歳出
（支出）全体では、平成２０年度決算と比べ３億８７７６万円（４．９㌫）の増加となっています。それで
はいったい何が増減の要因となっているのか。また、それに対する歳入はどうだったのか、項目ごとにみて
いきましょう。
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原村の家計簿

原村の家計簿
　～平成21年度の決算を報告します～

           

歳  

入　

◆
前
年
度
と
の
比
較
で
は

　

一
般
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入

総
額
は
45
億
１
０
３
５
万
円
で
、

対
前
年
度
比
で
は
15
・
６
㌫
、
６

億
９
９
６
万
円
の
増
加
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
国
庫
支
出
金
は
、
定

額
給
付
金
事
業
補
助
金
や
景
気
・

雇
用
対
策
を
目
的
と
す
る
地
域
活

性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
な
ど
の
増
に
よ
り
４
億
５
４
８

８
万
円
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
交
付
税
の
振
替

措
置
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の

増
額
、
中
小
企
業
振
興
資
金
預
託

金
返
還
金
の
増
額
な
ど
に
よ
り
地

方
債
や
諸
収
入
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
減
少
し
た
科
目
で
は
、

基
金
取
り
崩
し
を
抑
え
た
こ
と
で

繰
入
金
が
減
少
し
た
ほ
か
、
景
気

低
迷
に
伴
う
個
人
・
法
人
住
民
税

の
減
収
や
エ
コ
カ
ー
減
税
な
ど
に

よ
り
村
税
や
自
動
車
取
得
税
交
付

金
が
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
自
主
財
源
と
依
存
財
源

　

自
主
財
源
は
、
村
が
自
主
的
に

得
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
で
、
村

税
や
分
担
金
・
負
担
金
の
ほ
か
繰

入
金
、
繰
越
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
国
・
県
支
出
金
や

地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付
税
な
ど

国
や
県
の
決
定
及
び
法
律
等
に
基

づ
き
収
入
す
る
財
源
を
依
存
財
源

と
い
い
ま
す
。

　

本
村
の
自
主
財
源
総
額
は
18
億

２
５
３
４
万
円
で
、
歳
入
総
額
に

占
め
る
割
合
は
40
・
５
㌫
と
な
っ

て
い
ま
す
。
科
目
別
に
み
た
構
成

比
で
は
、
村
税
が
19
・
５
㌫
で
最

も
多
く
、
続
い
て
繰
越
金
11
・
９

㌫
、
諸
収
入
5.2
㌫
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
依
存
財
源
総
額
は
26
億

８
５
０
２
万
円
で
、
歳
入
総
額
の

59
・
５
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
地
方
交
付
税
の
構
成
比

は
減
少
し
た
と
は
い
え
歳
入
総
額

の
３
分
の
１
に
あ
た
る
33
・
１
㌫

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
庫

支
出
金
が
13
・
６
㌫
と
9.6
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

    　

歳　

 

出　

◆
目
的
別
歳
出

　

目
的
別
に
み
た
歳
出
決
算
額
で

は
、
民
生
費
が
８
億
９
１
７
８
万

円
（
構
成
比
21
・
７
㌫
）
と
前
年

度
と
同
様
最
も
大
き
く
、
続
い
て

総
務
費
、
教
育
費
、
土
木
費
、
衛

特集

一
般
会
計
歳
入
額

45億1035万円

その他の依存財源　4651万円

地方消費税交付金
6494万円

県支出金
1億3945万円

地方譲与税
1億496万円

国庫支出金
6億1200万円

地方債
2億2570万円

地方交付税　14億9145万円
　・普通交付税　
　・特別交付税

13億6014万円
1億3131万円 その他の自主財源　5924万円

　・財産収入
　・使用料及び手数料

2939万円

　・寄附金   283万円
　2702万円

分担金及び負担金
5552万円

繰入金　5933万円

諸収入　2億3387万円

繰越金
5億3672万円

村税　8億8066万円

　・個人村民税
　・法人村民税
　・固定資産税
　・軽自動車税
　・たばこ税
　・入湯税

　

3億5179万円
3250万円

4億4461万円
2273万円
2806万円
97万円

19.5%

11.9%

5.2%

1.3%
1.2%

1.3%

33.1%

5.0%

13.6%

2.3%

3.1%

1.4%

1.0%

自主財源
40.5%依存財源

59.5%

村税内訳

　

その他の依存財源内訳
　       2529万円
      1390万円
397万円
190万円
95万円
50万円

生
費
、
商
工
費
、
公
債
費
、
農
林

業
費
、
消
防
費
、
議
会
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
総
務

費
が
役
場
庁
舎
耐
震
補
強
改
修
工

事
及
び
村
単
役
場
庁
舎
改
修
工
事
、

繰
越
明
許
費
の
定
額
給
付
金
給
付

事
業
に
よ
り
３
億
８
２
１
７
万
円

の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
費
が
歴
史
民
俗
資
料

館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
石
綿
対
策
事

業
や
中
央
公
民
館
の
耐
震
化
事
業

に
よ
り
１
億
４
４
６
８
万
円
、
民

生
費
が
繰
越
事
業
の
保
育
所
未
満

児
棟
建
設
事
業
に
よ
り
１
億
９
３

２
万
円
、
商
工
費
が
繰
越
事
業
の

自
然
観
察
科
学
館
屋
根
改
修
第
２

期
工
事
及
び
制
度
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
事
業
の
増
額
に
よ
り
８
２
４

８
万
円
の
そ
れ
ぞ
れ
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
最
も
減
少
し
た
科
目
は

公
債
費
で
、
償
還
金
の
減
に
よ
り

２
９
４
１
万
円
減
少
し
た
ほ
か
、

衛
生
費
や
消
防
費
が
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
て
い
ま
す
。

◆
性
質
別
歳
出

　

性
質
別
歳
出
の
義
務
的
経
費

（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の

合
計
）
は
12
億
８
５
８
３
万
円
で
、

人
件
費
や
公
債
費
（
長
期
借
入
金

の
返
済
額
）
が
減
少
し
た
こ
と
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
４
８
２
８

公債費
2億8263万円

扶助費
2億7597万円

補助費等
9億4275万円

普通建設事業費
8億5153万円

繰出金
2億3010万円

維持補修費
2446万円

投資及び出資金・貸付金
1億1870万円

積立金
1億8043万円

17.7％

6.8％

6.7％

20.7％

22.9％

11.7％

5.6％

2.9％

4.4％

0.6％
人件費
7億2723万円

その他経費
　48.1％

    41億1783万円

物件費
4億8403万円

グラフ用語の説明【歳　入】
○村税…村民税、固定資産税など村に
納める税金
○繰越金…前年度から今年度に持ち
越されたお金
○諸収入…村の預金の利子や貸付金
の元利収入など
○分担金・負担金…特定の利益を受け
る人から入るお金
○地方交付税…行政サービスの一定
水準の確保のため、所得税などの国
税の一部が国より交付されるお金
○地方債…村が外部から調達した資
金（いわゆる村の借金）
○国庫支出金…村の特定の仕事に対
して国から交付されるお金
○県支出金…村の特定の仕事に対し
て県から交付されるお金
○地方譲与税…自動車重量税など本
来地方税に属される税金を国が徴
収し、村に譲与されたお金

グラフ用語の説明【歳　出】
○人件費…職員・議員等に対し勤労の
対価、報酬として支払われる経費
○補助費等…各種団体や個人に支払
われる補助金、負担金などの経費
○繰出金…一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費
○普通建設事業費…道路、橋梁、学
校、庁舎の建設事業に要する投資的
経費
○物件費…消費的性質の経費
○公債費…村が借りているお金を返
済するための経費
○扶助費…児童福祉法等に基づき被
扶助者に対し支給する経費
○積立金…財源に余裕がある場合に
おいて特定の支出目的のため積み
立てる経費

一
般
会
計
歳
出
額

万
円
、
率
で
は
3.6
㌫
減
少
し
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
は
前
述
し
た
地

域
活
性
化
臨
時
交
付
金
を
財
源
と

し
た
多
く
の
ハ
ー
ド
事
業
を
実
施

し
た
こ
と
で
、
普
通
建
設
事
業
費

は
８
億
５
１
５
３
万
円
と
な
り
前

年
度
に
対
し
４
億
９
４
５
４
万
円

（
対
前
年
度
比
１
３
８
・
５
㌫
）

増
加
し
、
構
成
比
で
も
20
・
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
そ
の

他
の
経
費
の
総
額
は
19
億
８
０
４

７
万
円
で
、
積
立
金
、
補
助
費
等
、

貸
付
金
が
増
加
し
た
こ
と
で
前
年

度
よ
り
３
億
７
８
９
万
円
（
18
・

４
㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
と
は
、
あ
る
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
に
、
一
般
会
計

と
分
け
て
経
理
し
、
そ
の
支
出
を

特
定
の
収
入
で
行
う
会
計
を
い
い

ま
す
。
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
除
い
て
、
基
本
的

に
そ
の
会
計
内
で
収
入
・
支
出
を

行
う
の
が
理
想
で
す
が
、
事
業
が

営
利
目
的
で
は
な
く
公
益
的
な
運

営
を
行
う
た
め
、
そ
の
会
計
だ
け

で
は
収
入
が
不
足
す
る
場
合
が
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
特
別

会
計
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
負

担
（
繰
出
金
）
を
受
け
る
こ
と
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

  

一
方
、
企
業
会
計
は
、
地
方
公

営
企
業
法
に
基
づ
き
民
間
企
業
と

同
じ
方
法
で
経
理
を
行
な
い
、
独

立
採
算
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業

会
計
に
移
行
し
た
と
は
い
え
毎
年

の
償
還
額
が
大
き
く
料
金
収
入
の

み
で
は
ま
か
な
え
な
い
た
め
、
財

源
不
足
分
に
つ
い
て
補
助
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
で
は
、
６
つ
の
特

別
会
計
と
２
つ
の
企
業
会
計
で
事

業
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
及
び
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金
、
負
担
金
補
助
金
等

は
表
「
特
別
・
企
業
会
計
の
状

況
」
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
平
成
21
年
度
の
各
会
計

の
特
徴
な
ど
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ

う
。

平
成
21
年
度
の

一
般
会
計
の
決
算

役
場
庁
舎　

耐
震
改
修
工
事

・自動車取得税交付金
・地方特例交付金
・利子割交付金
・交通安全対策特別交付金
・配当割交付金
・株式等譲渡所得割交付金

特
別
会
計
・

企
業
会
計
の
決
算

投資的経費
　20.7％
投資的経費
　20.7％

義務的経費
　31.2％
義務的経費
　31.2％
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原村の家計簿

地方債の残高
（借入金）

住民１人当たり

257,669円

224円

287,306円

14,945円

560,144円

20億2502万円

176万円

22億5794万円

1億1745万円

44億217万円

21年度残高会計名

一般会計

国保直診会計

下水道会計

水道会計

合　計

村税負担額内訳

56,573円

48,898円

3,571円

固定資産税

村民税

たばこ税

2,892円

123円

112,057円

軽自動車税

入湯税

合　計

使われたお金
（村民一人当たりに使われたお金）〔一般会計〕

（村民一人当たりの村税負担額）

１
人
当
た
り
の
医
療
費
額
は
63
万

円
で
県
下
80
市
町
村
の
中
で
低
い

方
か
ら
９
番
目
で
し
た
。

　　
　

企
業
会
計

◆
水
道
事
業
会
計

  

平
成
21
年
度
の
消
費
税
を
除
い

た
給
水
収
益
は
１
億
２
７
３
５
万

円
、
水
道
事
業
全
体
の
収
益
は
１

億
５
５
０
７
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
給
水
収
益
は
0.9
㌫
の
増

加
、
水
道
事
業
全
体
の
収
益
は
1.2

㌫
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
と
し
て
、
石
綿
管
布

設
替
え
、
減
圧
弁
取
替
え
な
ど
２

６
２
２
万
円
の
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
石
綿
管
を
利
用
し
て
い

る
箇
所
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
早
期
に
布
設
替
え
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

　

　

　

　

◆
下
水
道
事
業
会
計　
　
　

　

昭
和
60
年
か
ら
始
ま
っ
た
下
水

道
整
備
事
業
も
順
調
に
進
み
、
平

成
21
年
度
で
は
87
・
２
㌫
と
県
下

の
町
村
で
も
高
い
普
及
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は

こ
の
間
の
企
業
債
（
借
金
）
も
膨

れ
上
が
り
、
減
少
し
て
き
た
と
は

い
え
年
度
末
の
未
償
還
残
高
は
22

億
５
７
９
４
万
円
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
高
利
率
の
事
業

基金の状況
財政調整基金
減債基金
農業振興基金
庁舎建設基金
地域福祉基金
保健休養地管理事業基金
社会福祉基金
一般会計その他
有線放送施設整備基金
農業者労働災害共済基金
国保直営診療施設基金
国民健康保険基金
水道施設の更新及び財政調整基金
下水道事業基金
土地開発基金

8億9487万円
6億7491万円
3億3003万円
2億7839万円
1億9887万円
1億3791万円
１億607万円
1億5160万円
2408万円
1605万円

1億1171万円
3431万円

3億2206万円
1億2228万円
1億6800万円
35億7114万円

その他
（6億　  　　
　1234万円）

合　計

一般会計
（27億  　　　
　 7265万円）

特別会計
（１億   　　　
　8615万円）

　
　

特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

　

特
別
会
計

　

平
成
21
年
度
決
算
状
況
に
つ
い

て
は
前
年
度
に
比
べ
歳
入
が
1.9
㌫

の
減
と
な
り
、
歳
出
に
つ
い
て
は

2.0
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。
収
支
差

引
額
は
５
２
９
６
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
す
が
、
繰
越
金
を
差
し
引

い
た
単
年
度
経
常
収
支
は
３
３
０

２
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健

診
制
度
に
つ
い
て
の
受
診
率
は

26
・
７
㌫
で
し
た
。
21
年
度
よ
り

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
と
し
て
血

圧
測
定
啓
発
、
骨
粗
鬆
症
予
防
教

室
を
新
た
に
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
継
続
事
業
と
し
て
国
保
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
事
業
・
エ
イ
ズ
予
防
講

演
会
・
春
秋
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

や
診
療
所
に
よ
る
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
後
も
国
保
制
度

の
趣
旨
普
及
を
図
る
と
と
も
に
保

健
予
防
活
動
の
推
進
や
保
険
税
収

納
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　

◆
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療

　

施
設
勘
定
特
別
会
計

　

糖
尿
病
・
高
血
圧
な
ど
生
活
習

慣
病
を
中
心
に
診
療
収
入
は
安
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

予
防
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
た
結

果
、
そ
の
他
の
診
療
収
入
は
前
年

度
比
で
28
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
診
察
室
・
待
合

室
・
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
を
行
っ

た
ほ
か
、
待
合
室
に
新
し
い
ソ

フ
ァ
ー
や
本
棚
を
置
き
患
者
に
優

し
い
空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

医
療
機
器
で
は
、
骨
量
測
定
機
を

購
入
し
骨
粗
鬆
症
の
治
療
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
決

算
は
前
年
度
よ
り
歳
入
、
歳
出
と

も
に
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
実
質

収
支
は
前
年
度
よ
り
３
８
１
万
円

増
加
し
、
５
４
３
７
万
円
の
黒
字

で
し
た
。

◆
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計

　

平
成
21
年
度
歳
出
決
算
額
は
３

６
２
７
万
円
で
、２
０
７
万
円（
前

年
度
比
6.1
㌫
）の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、平
成
17
年
度
よ
り

５
ヵ
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る

原
山
地
区
ケ
ー
ブ
ル
整
備
事
業
の

単
年
度
補
助
金
支
出
が
、前
年
度

に
比
べ
て
多
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。ケ
ー
ブ
ル
整
備
事
業
も
平

成
21
年
度
を
も
っ
て
完
了
し
、施
工

区
域
内
の
９
４
１
戸（
別
荘
を
含

む
）が
ケ
ー
ブ
ル
引
き
込
み
可
能
、

原
山
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
が
有
線
放

送
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、加
入
の

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。                     

　

自
主
放
送（
サ
ラ
ダ
チ
ャ
ン
ネ

ル
）に
つ
い
て
は
、住
民
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
番
組
づ
く
り
に
努
め
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                

◆
農
業
者
労
働
災
害
共
済　

　

事
業
特
別
会
計

　

農
労
災
は
、加
入
者
の
方
が
農

作
業
中
に
受
け
た
農
機
具
、農
薬

な
ど
に
よ
る
負
傷
、疾
病
、障
害
、

死
亡
な
ど
の
人
身
事
故
に
つ
い
て
、

そ
の
災
害
の
程
度
に
応
じ
共
済
見

舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
８
件
の
支
払
い

が
あ
り
、死
亡
事
故
は
発
生
し
な

か
っ
た
も
の
の
、事
故
件
数
で
は
過

去
５
年
間
で
最
も
多
く
、そ
の
多
く

は
高
齢
者
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

補
償
額
の
支
払
で
は
、前
年
度
に
死

亡
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
対

前
年
比
30
・
１
㌫
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
業
経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
い

機
械
作
業
中
の
事
故
の
発
生
が
増

加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。今

後
も
村
広
報
や
有
線
放
送
な
ど
で

の
呼
び
か
け
に
よ
り
事
故
防
止
に

努
め
ま
す
。

◆
老
人
保
健
特
別
会
計

 

平
成
20
年
４
月
か
ら
老
人
保
健

制
度
に
代
わ
っ
て
、新
た
に「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま

し
た
。こ
の
結
果
、医
療
費
等
請
求

に
つ
い
て
は
平
成
20
年
３
月
診
療

以
前
分
の
月
遅
れ
請
求
が
主
な
も

の
に
な
り
ま
す
。平
成
21
年
度
に
つ

い
て
は
、第
三
者
行
為
損
害
賠
償

求
償
案
件
が
和
解
に
な
っ
た
こ
と

で
損
害
賠
償
金
収
入
が
あ
り
、県

と
村
一
般
会
計
に
支
出
し
ま
し
た
。

な
お
、国
と
基
金
に
は
翌
年
度
精

算
す
る
予
定
で
す
。こ
の
老
人
保
健

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、平
成
22
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計　
　

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
老
人
保
健

制
度
に
代
わ
っ
て
、新
た
に「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
」が
始
ま
り
ま

し
た
。こ
の
制
度
は
長
野
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
村
が
協

力
し
て
運
営
す
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、村
は
各
種
申
請
や
届
出
の

受
付
、保
険
証
の
引
渡
し
な
ど
の

「
窓
口
業
務
」の
ほ
か
、特
別
会
計

を
設
け
保
険
料
の
徴
収
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
つ
い
て
は
、保
険

料
徴
収
率
98
・
７
㌫
で
昨
年
度
よ

り
1.1
㌫
低
下
し
ま
し
た
。医
療
給

付
費
額
は
６
億
２
９
５
２
万
円
で

前
年
度
比
10
㌫
の
増
、対
象
人
員

の
平
均
は
１
０
９
６
人
で
し
た
。

債
の
繰
上
償
還
を
行
う
た
め
、
下

水
道
基
金
の
取
り
崩
し
や
水
道
会

計
か
ら
の
借
入
を
し
た
こ
と
で
、

前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
も
の
の

資
本
的
収
入
及
び
資
本
的
支
出
と

も
に
高
額
で
、
公
債
費
は
４
億
６

６
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
経
営
の
健
全
化
を
進
め
る
た

め
、
今
後
も
経
費
の
節
減
等
に
努

め
ま
す
。

特別・企業会計の状況

原村の家計簿

歩
道
街
路
灯
設
置
工
事

5853万円

0円

2626万円

0円

36万円

1720万円

1億235万円

63万円

0円

2億9300万円

0円

2億9363万円

5296万円

5437万円

648万円

65万円

3041万円

12万円

1億4499万円

3398万円

△1億8万円

1億2778万円

△2億1143万円

△1億4975万円

8億2156万円

7188万円

3627万円

105万円

886万円

5852万円

9億9814万円

1億2769万円

1億1887万円

2億7603万円

3億9858万円

9億2117万円

8億7452万円

1億2625万円

4275万円

170万円

3927万円

5864万円

11億4313万円

1億6167万円

1879万円

4億381万円

1億8715万円

7億7142万円

国民健康保険事業勘定特別会計

国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

有線放送事業特別会計

農業者労働災害共済事業特別会計

老人保健特別会計

後期高齢者医療特別会計

一般会計からの

繰出額・負担額等
差引額歳出決算額歳入決算額会　計　名

特別会計　計

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

水道事業会計

下水道事業会計

企業会計　計

※医療費貸付基金　
（200万円）を除く。

35,963円

25,883円

18,950円

7,491円

4,164円

523,964円

公債費

農林業費

消防費

議会費

諸支出金

合　計

113,472円

105,270円

70,437円

64,207円

39,595円

38,532円

民生費

総務費

教育費

土木費

衛生費

商工費
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○火の用心 ７つのポイント
１　家のまわりに燃えやすいものを置かない。
２　寝たばこ、たばこの投げ捨てはしない。
３　揚げものをするときは、その場を離れない。
４　風の強いときは、火をつけない。
５　子供にはマッチやライターで遊ばせない。
６　電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
７　ストーブなどには、燃えやすいものを近づけない。

○住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣
１　寝たばこは、絶対やめる。
２　ストーブ、暖房機は、燃えやすいものから離れ
　　た所で使用する。
３　ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を
　　消す。

４つの対策
１　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
２　寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
３　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
４　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

◆
経
常
収
支
比
率

　

財
政
の
弾
力
性
の
目
安
と
な
る

経
常
収
支
比
率
は
、
人
件
費
や
公

債
費
等
の
経
常
経
費
が
、
村
税
等

の
経
常
一
般
財
源
以
上
に
減
少
し

た
こ
と
で
78
・
９
㌫
と
な
り
、
前

年
度
よ
り
3.7
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま

し
た
。

◆
財
政
力
指
数

　

村
税
等
の
自
主
財
源
が
乏
し
い

こ
と
も
あ
り
低
目
で
は
あ
り
ま
す

が
、
０
・
３
９
６
と
な
り
前
年
度

の
０
・
３
９
３
を
０
・
０
０
３
ポ

イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

◆
健
全
化
判
断
比
率

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
（
財
政
健

全
化
法
）
よ
る
健
全
化
判
断
比
率

に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
と
な

り
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
が
良

好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

村
の
財
政
は
相
対
的
に
健
全
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
等
（
普
通
会
計
に
相

当
す
る
会
計
）
を
対
象
と
す
る

「
実
質
赤
字
比
率
」
、
及
び
村
の

全
て
の
会
計
（
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
企
業
会
計
）
を
対
象
と
す

る
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
に
つ

い
て
は
、
赤
字
や
資
金
不
足
が
生

じ
な
か
っ
た
こ
と
で
「
ゼ
ロ
」
と

な
り
ま
し
た
。

○
村
の
全
て
の
会
計
の
ほ
か
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
連
合
を
含
め

た
公
債
費
負
担
の
割
合
を
示
す

「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
12
・

８
㌫
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
0.8

ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

○
実
質
公
債
費
比
率
の
対
象
の
ほ

か
に
土
地
開
発
公
社
・
振
興
公

社
・
樅
の
木
荘
を
含
め
た
将
来
に

わ
た
る
実
質
的
負
債
を
指
標
化
し

た
「
将
来
負
担
比
率
」
に
つ
い
て

は
、
村
債
等
の
将
来
負
担
額
に
対

し
基
金
等
の
充
当
可
能
財
源
が
多

い
こ
と
も
あ
り
「
ゼ
ロ
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

村
債
の
残
高
は
、
こ
の
と
こ
ろ

毎
年
の
返
済
金
（
公
債
費
）
が
借

金
（
村
債
）
を
上
回
っ
て
い
る
た

め
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
度
末
で
は
、
一
般
会
計
で
20

億
２
５
０
２
万
円
（
前
年
度
に
比

べ
２
２
６
６
万
円
の
減
）
、
特
別

会
計
・
企
業
会
計
で
23
億
７
７
１

５
万
円
（
３
億
８
０
１
０
万
円
の

減
）
の
村
債
が
残
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計
で
は
、
前
年
度

に
引
き
続
き
高
利
率
の
借
入
に
つ

い
て
繰
上
償
還
を
実
施
し
て
お
り
、

平
成
21
年
度
で
は
利
率
５
㌫
以
上

の
起
債
１
億
８
４
５
７
万
円
の
繰

上
償
還
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
の
財
源
と
し
て
下
水
道
事
業
基

金
を
取
り
崩
し
た
ほ
か
、
不
足
分

に
つ
い
て
は
水
道
事
業
会
計
よ
り

８
０
０
０
万
円
の
長
期
借
入
を
行

い
ま
し
た
。                                   

　

平
成
21
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、

一
般
会
計
27
億
７
２
６
５
万
円
、
特

別
会
計
・
企
業
会
計
等
７
億
９
８

４
９
万
円
で
、
総
額
で
は
35
億
７

１
１
４
万
円
（
前
年
度
に
比
べ
２

４
０
１
万
円
の
増
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
公
共
用
地
取

得
の
た
め
土
地
開
発
基
金

３
２
０
０
万
円
を
、
下
水
道

事
業
債
の
繰
上
償
還
の
た

め
下
水
道
事
業
基
金
１
億

２
０
０
万
円
を
取
り
崩
し

ま
し
た
が
、
財
政
調
整
基

金
や
義
務
教
育
施
設
整
備

基
金
に
１
億
５
０
０
０
万

円
を
積
立
て
た
こ
と
で
前

年
度
よ
り
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
も
村
債
の
縮

減
や
大
規
模
事
業
な
ど
の

財
源
と
し
て
、
計
画
的
な

積
立
て
、
取
り
崩
し
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
国
の
景
気
や
雇

用
対
策
に
伴
う
交
付
金
な
ど
の
臨

時
的
措
置
も
あ
り
、
普
通
建
設
事

業
を
中
心
と
し
て
多
く
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

国
の
財
政
状
況
を
み
る
と
今
後
こ

の
よ
う
な
対
応
は
期
待
で
き
ず
、

厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
に
活
用
し
、
よ
り
良
い

原
村
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

財
政
指
標
の
状
況

指標で見る財政状況

原村の家計簿

秋の全国火災予防運動
１１月９日（火）～１１月１５日（月）

平成22年度全国統一防火標語

『「消したかな」
　あなたを守る　合言葉』

　空気が乾燥し、火災が発生しやすい気候となる時期を迎えるにあたり、秋の火災予防運動が
実施されます。この運動の目的は一人ひとりが火災予防の知識を持ち、それを実践することに
より、火災の発生を防止し、死傷事故や財産の損失を防ぐことにあります。
　原消防署では、この運動に合わせ、火災予防啓発ポスターの配布や消防車両等による巡回広
報、各事業所が行う自衛消防訓練の指導などを行います。各区或いは、各事業所等で、訓練・
研修会等を実施するにあたり、消防職員の派遣を希望される場合は事前に消防訓練実施計画書
を原消防署まで提出して下さい。

○ 経常収支比率（決まって支払う経費は？）
人件費や物件費、公債費などで毎年支払う経費を「経常的経費」といいます。その経費に、使い道の自由なお金がどのくら
い充てられているかを示すのが経常収支比率といいます。

○ 財政力指数（自前の財源は？）
地方公共団体の財政力を示す数値で、１に近いほど財政に余裕があります。

○ 健全化判断比率（村全体の財政の健全度は？）
実質赤字比率：一般会計等（有線会計・農労災会計が加わります）の実質赤字の比率で、数値が高いほど赤字が多いことに
　　　　　　　なります。
連結実質赤字比率：全ての会計の実質赤字の比率をいいます。
実質公債費比率：公債費及び公債費に準じた経費の財政規模に占める割合で、起債の借入の制限にも使用されます。
将来負担比率：地方債残高のほか、一般会計等が将来負担することが見込まれる負債等の比率で、職員の退職手当支給予定
　　　　　　　額、公社や設立法人に対する損失補償債務なども算定に入ってきます。

区　分

経常収支比率

財政力指数

21年度

原　村 原　村

20年度

類似団体平均 県内平均

７８．９％

０．３９６

８２．６％

０．３９

８６．８％

０．２７

８７．６％

０．４３

財政再生基準

２０．０％

４０．０％

３５．０％

早期健全化基準

   １５．０％

   ２０．０％

   ２５．０％

３５０．０％

20年度

－（ゼロ）

－（ゼロ）

１２．８％

－（ゼロ）

健全化判断比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

★建物火災の死者の８割は住宅火災によるものです。
　逃げ遅れを防ぐ切り札は住宅用火災警報器です。
　まだ設置されていないご家庭は、すぐに設置しま
　しょう。

村
の
借
金（
村
債
）

村
の
預
金（
基
金
）
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その他にも、からだの色々な所に影響します。また生活習慣病にもつながっていきます！

原っ子保健だより 原っ子保健だより

平成２２年１０月　原っ子保健委員会

　原っ子保健委員会では昨年に引き続き【いい歯で食べるおいしい食事】をテーマに活動しています。健康
診断や生活実態調査から、小中学校ともに病気にかかっている割合が最も高いものは“むし歯”と例年と同
じでした。
　そこで、今回はむし歯と関連のある「歯並び」と「噛む」事について特集します。

子どもの頃から目にやさしい生活を心がけ、自分の目を一生アイしていたわってね！

こんな食べ方をしていませんか？

しっかり噛む⇒あごが発達⇒
歯並びが良くなる⇒むし歯になりにくい！

原っ子保健だより原っ子保健だより

Ｑ：歯並びとむし歯って関係あるの？
Ａ：歯並びが悪いと歯と歯の間に磨き残しが出来やすくなります。

Ｑ：歯並びをよくするにはどうしたらいいの？
Ａ：『むし歯にならないこと、よく噛むこと』がとても大切です。

磨き残しによってむし歯になりやすい口腔環境になります。

歯並びと噛むことは関連しています。

しっかり磨けてないよ～ きれいに磨けたよ！

永久歯が生えてくるためには、乳歯の約1・2倍
もの幅が必要になります。

乳歯の時期に歯と歯の間にたっぷり隙間がないと、
永久歯はきれいに生えそろうことができません。

このためしっかり噛んで、あごの発達を助けることが大切です。

しっかり噛まない早食い、流し食いはダメ！！
柔らかい食物ばかり食べていてはダメ！！

一口30回を目標にモグモグとしっかり噛もう！！
歯ごたえのある食物を食べよう！！

ゲーム好きで視力低下が心配です！
　近年、子ども達の視力低下が急増しています。その背景には、ゲーム・テレビ・パソコン
等のＯＡ機器による目の酷使が原因のひとつとされています。また、特に前髪の長さや勉強
や読書時の姿も気になります。お子さんと身のまわりや生活をもう一度点検してみましょう。
 

良く噛めない

口元が気になって堂々と笑えない

肩こり・顎関節痛の原因

歯ブラシが届かず

虫歯や歯周病になりやすい 発音しにくい

アンケートの中で保護者の方から「子どもの健康について気になること」の項目に「視力」に
ついてたくさんありました。そこで今回は視力について特集します。

●脳の満腹中枢が働かず食欲を抑制する働きが低下し、
　早食いやドカ食いになる⇒肥満の原因！！
●脳内の刺激が低下し、集中力や注意力の低下！！

サ行やタ行が発音しづらくなる！！
「おさかな」が「おちゃかな」、「せんせい」の
ことを「ちぇんちぇい」と発音してしまう傾向
がある。

乳歯のE
乳歯のC１番目の永久歯
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☆
犬
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、他
人
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
い

ま
し
ょ
う
。

☆
し
つ
け
を
き
ち
ん
と
行
い
、鳴
き

声
な
ど
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。

☆
ふ
ん
は
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ

て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。散
歩
の
と

き
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
簡
単
な
ふ
ん
の
始
末
の
仕
方

①
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ち
り
紙
を
用
意

し
ま
す
。

②
ふ
ん
の
上
に
ち
り
紙
４
〜
５
枚

か
ぶ
せ
ま
す
。ビ
ニ
ー
ル
袋
の
中

に
手
を
入
れ
、ふ
ん
を
包
む
よ

う
に
し
て
つ
か
み
取
り
ま
す
。

③
袋
を
う
ら
返
し
に
し
て
中
に
収

め
ま
す
。

※
公
共
用
地
や
他
人
の
土
地
を
汚

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

●
こ
ん
な
場
合
に
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

（
窓
口　

建
設
水
道
課
環
境
係

　
　
　

   

☎
7
9
‐
7
9
3
3
）

□
生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
を
飼

い
始
め
た
と
き
（
手
数
料　

3
0
0
0
円
）

□
犬
が
死
亡
し
た
と
き

□
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と
き

　

（
前
の
鑑
札
を

　

持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。）

□
飼
い
主
が
変
わ

　

っ
た
と
き

□
飼
い
主
の
住
所

　

な
ど
が
変
わ
っ

　

た
と
き

□
年
1
回
行
う

　

狂
犬
病
予
防
注

　

射
を
動
物
病
院

　

で
し
た
と
き

　
（
手
数
料

　
　

  

5
5
0
円
）

①
え
さ
は
十
分
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

↓
ゴ
ミ
あ
さ
り
を
防
ぐ
た
め
。

②
排
便
の
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

↓
近
所
や
公
共
の
場
所
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
。

③
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
く
だ

さ
い
。↓
不
幸
な
仔
猫
を
増
や

さ
な
い
よ
う
に
。

④
首
輪
や
リ
ボ
ン
を
し
ま
し
ょ
う
。

↓
飼
い
ネ
コ
で
あ
る
こ
と
を
明

確
に
。

⑤
捨
て
ネ
コ
は
発
見
者
が
諏
訪
保

健
福
祉
事
務
所（
旧
諏
訪
保
健

所
5
7
‐
2
9
2
9
）に
届
け

て
く
だ
さ
い
。

◇
猫
の
ト
イ
レ
は
ど
こ
で
し
ょ
う

①
庭
に
砂
場
な
ど
を
作
っ
て
お
く

②
室
内
や
雨
の
か
か
ら
な
い
と
こ

ろ
に
、簡
単
な
容
器
を
置
い
て
お

く
③
植
え
込
み
に
落
ち
葉
を
敷
い
て

お
く

④
庭
の
土
を
や
わ
ら
か
く
掘
り
返

し
て
お
く

飼
い
主
が
守
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー　
　

　

犬
や
猫
が
健
康
で
寿
命
一
杯
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
責
任
と
愛
情

を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
覚
悟
が
必
要
で
す
。

　

途
中
で
い
や
に
な
っ
て
捨
て
る
こ
と
の
な
い
よ
う
飼
う
前
に
よ
く

考
え
て
く
だ
さ
い
。　

犬
の
飼
い
方 

あ
な
た
の
犬
は
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
猫
に
は
け
い
留
（
つ
な
い
で
お
く
こ
と
）
の
義
務
や
登
録
制
度
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
好
き
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
し
ま
い
、
飼
い
主
の
知

ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ほ

っ
た
ら
か
し
に
せ
ず
、
責
任
を
持
っ
て
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
室
内
飼
育
の
努
力
義
務
は
あ
り
ま
す
。）　

●ご存じですか！多頭飼養の届け出　
　県の「動物の愛護及び管理に関する条例」9条・10条

≪≪≪犬の放し飼いは危険です≫≫≫

≪≪迷惑にならないように飼いましょう≫≫≫

犬、ネコの飼い主は、飼養する犬、ネコの数が10

（合算した場合を含む。）に達したときは、知事

に届け出なければなりません。

窓口は諏訪保健福祉事務所です。

◆犬の放し飼いは絶対にしないでください。人を攻撃
したり、他人の土地や作物を荒らしたり、他の犬・猫
とけんかを引き起こしたりします。また被害に対する
補償問題が発生する場合もあります。
◆交通事故などにあう危険性も高く、病気に感染する
恐れもあります。
◆犬は道路付近や通路に接しないところにつなぎ、ク
サリや首輪は常に点検してください。
◆犬には鑑札と注射済票をつけることが義務付けられ
ています。保健福祉事務所に保護された場合、処分
される前に飼い主に連絡することが出来ます。
◆犬の徘徊・捕獲等の相談のある方は諏訪保健福祉
事務所（旧諏訪保健所57-2929  代表53-6000）に
してください。

◆犬・ネコの汚物や排水の処理など、飼育してい
る周辺を常に清潔にし、悪臭の発生を防止しま
しょう。
◆ノラ猫にはエサを与えないでください。ノラ猫に
エサを与えるとその周辺にどんどん繁殖し、近隣
の皆さんに大変迷惑を掛けることになります。

国民読書年～私の大切な一冊～ 犬や猫の正しい飼い方

犬や猫の正しい飼い方犬や猫の正しい飼い方
　私たちに最も身近なペットとして親しまれている犬や猫。しかし、飼い方を一歩誤ればトラブルが生じた
り、ペットにとって不幸な立場におとしいれてしまうことも…。あらためて正しい飼い方をしているかどうか
見直してみましょう。

　

原
村
図
書
館
は
、オ
ー
プ
ン
当
初
か

ら
児
童
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。図
書
館
職
員
に
よ
る
、お
た
の

し
み
会
、保
育
所
の
読
み
聞
か
せ
、図

書
館
講
座
、出
前
講
座
、図
書
館
ま
つ

り
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協

働
に
よ
り
、子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。現
在
、読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
団
体
は
、「
お
は
な
し

や
ま
ん
ば
」「
お
も
ち
ゃ
箱
」「
星
の
子
」

「
カ
ン
ト
リ
ー
マ
ア
ム
」「
み
ち
く
さ
」

「
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
の
こ
」の

6
団
体
で
す
。毎
月
1
回
、図
書
館
の

お
は
な
し
会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。今

年
は
国
民
読
書
年
で
す
。新
た
な
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
が
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
原
村
図
書
館
と
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
の
広
い
、読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
深
め
、読

書
推
進
や
児
童
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●
原
村
図
書
館

　

☎
７
0
‐
１
5
0
0

「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
冒

険
」
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
（
新
潮
社
）

　

我
輩
の
好
敵
手
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
・
ホ
ー
ム
ズ
君
の
活
躍
を
書
い

た
話
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ズ
君
は
イ

ギ
リ
ス
の
名
探
偵
。
鋭
い
見
方
と

豊
富
な
知
識
で
、
数
々
の
難
事
件

を
解
決
し
て
い
く
。
呼
び
鈴
の
紐

が
、
実
は
毒
ヘ
ビ
だ
っ
た
「
ま
だ

ら
の
紐
」
、
「
緋
色
の
習
作
」
に

は
、
ホ
ー
ム
ズ
君
の
相
棒
ワ
ト
ス

ン
医
師
が
登
場
。
「
バ
ス
カ
ビ
ル

家
の
犬
」
は
、
世
界
的
に
人
気
度

が
高
い
長
編
。

　

我
輩
は
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ

ン
。
国
籍
…
フ
ラ
ン
ス　

職
業
…

泥
棒　

ホ
ー
ム
ズ
君
と
の
対
決
は

「
ル
パ
ン
対
ホ
ー
ム
ズ
」
を
読
ん

で
く
れ
た
ま
え
。

紹
介
者
（
原
村
図
書
館
協
議
会
委

員　

竹
内　

紀
美
江

　
　
　

A
・
ル
パ
ン
代
理
人
）

　
「
『
平
穏
死
』
の
す
す
め
」

　
　
　

石
飛
幸
三
（
講
談
社
）

　

著
者
で
あ
る
石
飛
先
生
（
Dr
）

が
、
あ
る
老
人
施
設
の
勤
務
医
と

し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で

見
た
老
人
（
高
齢
者
）
医
療
、
福

祉
の
現
状
、
延
命
治
療
に
対
し
て

大
き
な
疑
問
を
抱
き
ま
す
。
「
こ

れ
が
本
当
に
必
要
な
、
又
は
本
当

に
本
人
が
望
ん
で
い
る
医
療
、
福

祉
な
の
か
…
」
と
。
「
平
穏
死
、

自
然
死
で
は
い
け
な
い
の
か
…
」

と
。
現
代
の
医
療
、
福
祉
の
現
状

と
誰
も
が
い
つ
か
訪
れ
る
「
死
」

に
対
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊

で
す
。

紹
介
者
（
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
星
の
子
」
真
道　

美
香
）

「
子
育
て
に
と
て
も
大
切
な
27
の

ヒ
ン
ト
」
汐
見
稔
幸
＆
野
原
し
ん

の
す
け
一
家
（
双
葉
社
）

　

子
ど
も
た
ち
に
も
大
人
に
も
な

ん
と
な
く
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
マ

ン
ガ
『
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ

ん
』
。
「
で
も
、
し
ん
ち
ゃ
ん
の

言
葉
使
い
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
…
」
「
し
ん
ち
ゃ
ん
の
行
動
が

ち
ょ
っ
と
…
」
な
ん
て
思
っ
て
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
こ
の
本
を
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
を
こ
ん

な
風
に
見
守
っ
て
い
け
ば
い
い
ん

だ
、
子
ど
も
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
も
い
い
ん
だ
、
こ
れ
で
よ

か
っ
た
ん
だ
…
な
ど
な
ど
思
う
こ

と
発
見
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
見

つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
楽
し
く
子

育
て
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
た
い
時
に
是

非
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
下
さ

い
。
マ
ン
ガ
も
一
緒
に
描
か
れ
て

い
る
の
で
読
み
や
す
い
で
す
よ
。

紹
介
者
（
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
み
ち
く
さ
」
五
味　

美
知
子
）

「
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
」

ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル

　
　
　
　
　

（
福
音
館
書
店
）

　

夏
の
暑
い
日
ア
リ
ス
は
、
ふ
く

を
き
た
、
白
い
ウ
サ
ギ
を
見
つ

け
、
ウ
サ
ギ
を
追
い
か
け
て
い
た

ら
、
ウ
サ
ギ
の
穴
に
お
ち
て
し
ま

い
ま
し
た
。
一
番
下
は
広
い
空
間

に
な
っ
て
い
て
、
ド
ア
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
ド
ア
が
あ
き
ま
せ

ん
。
や
っ
と
で
た
と
こ
ろ
で
、
歩

い
て
い
く
と
イ
モ
ム
シ
に
出
会
い

ま
し
た
。
そ
し
て
注
意
を
聞
い
て

ま
た
歩
い
て
い
く
と
、
家
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
な
ん
と
ブ
タ

の
赤
ち
ゃ
ん
を
だ
い
て
い
る
公

し
ゃ
く
夫
人
が
い
た
の
で
す
。
そ

こ
に
は
、
チ
ェ
シ
ャ
・
ネ
コ
が
い

て
お
か
し
な
お
茶
会
に
し
ょ
う
た

い
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
の
お

話
は
読
ん
だ
人
だ
け
！

紹
介
者
（
原
小
学
校
４
年　

　
　
　
　
　

田
之
畑　

穂
花
）

「
ふ
ゆ
じ
た
く
の
お
み
せ
」

福
沢
由
美
子
（
福
音
館
書
店
）

　

こ
の
お
話
は
、
大
き
な
ク
マ
さ

ん
と
小
さ
な
ヤ
マ
ネ
く
ん
が
し
ゅ

や
く
の
お
話
で
す
。
ほ
か
に
も
い

ろ
い
ろ
な
ど
う
ぶ
つ
が
で
て
き
ま

す
。
あ
る
日
く
ま
さ
ん
の
家
の
ポ

ス
ト
に
手
紙
が
と
ど
き
ま
し
た
。

ふ
ゆ
じ
た
く
の
お
店
か
ら
で
す
。

そ
の
こ
ろ
ヤ
マ
ネ
く
ん
の
家
の
ポ

ス
ト
に
も
同
じ
手
紙
が
と
ど
き
ま

し
た
。
そ
の
手
紙
の
な
い
よ
う

は
、
か
い
て
ん
の
お
し
ら
せ
で
し

た
。
さ
て
、
な
か
よ
し
の
２
ひ
き

は
な
に
を
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
本
を
よ
ん
で
み
て
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
よ
ん
で
く
だ

さ
い
。

紹
介
者
（
原
小
学
校
2
年　

　
　
　
　
　
　

清
水　

華
音
）

私の大切な一冊

猫
の
飼
い
方 

ネ
コ
に
よ
る
迷
惑
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。　
　


